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Safe Harbor Statement

下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報
提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。また、
マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものではないため、購買
決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機
能の開発、リリース、および時期については、弊社の裁量により決定されます。
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EM 13.1.0.0の概要

• EM 13cリリースで実行可能な操作：

– EM 13.1.0.0の新規インストール

– EM 12.1.0.3、12.1.0.4、12.1.0.5からEM 13.1へのアップグレード

• サポートされるDBリポジトリのバージョン：12.1.0.2

• サポートされるバージョン：WLS -12.1.0.3、JDK – 1.7.0_80

• 簡素化されたバイナリ抽出 –ソフトウェアzipファイルの解凍は不要

• 新規インストールまたはアップグレードの実行時のデプロイと構成
の統合

– BI Publisher 12.1.0.3の統合

– JVMDの統合



EM 13.1.0.0の概要

• どのプラットフォーム向けのEMバイナリもOTNから入手可能

• EM13cインストール（OMS+エージェント）の最小インフラ要件

* Oracle BI PublisherとJVMDエンジンを併せて構成する場合

** Oracle Software Library、Oracle BI Publisher、JVMDエンジンを併せて構成する場合

13.1.0.0 OMS（OMSあたり） 13.1.0.0  管理エージェント（エージェントあたり）

RAM 10GB * 512MB

ハード・ディスク領域 24GB ** 1.5GB



Enterprise Manager 13.1.0.0バイナリ
EM 13.1.0.0バイナリをOTNから取得



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

• 中核となるsysmanスキーマと事前定義されたリポジトリ・パラメータ
が設定されたDBテンプレート（12.1.0.2 DB）
– テンプレートはOTNのEMダウンロード・ページからダウンロード可能

– EMリポジトリを収容するデータベースの作成にこのテンプレートを使用

• BIPの統合 構成ボリュームとクラ
スタ・ボリュームの共
有ディレクトリ・パス

インストール時にBI 
Publisherを有効化/
無効化するための

オプション



EM 13.1.0.0のインストールの新機能 -前提条件のチェック
• サポートされるOSプラットフォームの前提条件をインストール時にチェック

– 新規インストールでサポートされるOSプラットフォーム：例-OEL7.x/RHEL 7.x/OEL 6.x

– サポートされないOSプラットフォーム：例-OEL 5.x/RHEL 5.x

– サポートされるOSプラットフォームについて詳しくは、
EM13cのMOSのサーティフィケーション・マトリックスを参照

• サポートされるDBバージョンをインストール時にチェック

– 新規インストールのリポジトリとしてDB 12.1.0.2をサポート

– サポートされるデータベースに最新のバンドル・パッチを必ず適用

• ファイル記述子の要件

– ‘ip_local_port_range’パラメータは11000～65000に設定

– Softnofiles = 30000

– File-max = 65536



EM 13.1.0.0のインストールの新機能
• EM DBテンプレート（12.1.0.2 DB）はすべてのデプロイメント・タイプ
（small、medium、large）をサポート

• 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_<platform>.zip
– 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_Large_deployment.dbc

– 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_Medium_deployment.dbc

– 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_Small_deployment.dbc

– 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0.ctl

– 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0.dfb

– set_repo_param_12.1.0.2.0_Database_SQL_for_EM13_1_0_0_0_Large_deployment.sql

– set_repo_param_12.1.0.2.0_Database_SQL_for_EM13_1_0_0_0_Medium_deployment.sql

– set_repo_param_12.1.0.2.0_Database_SQL_for_EM13_1_0_0_0_Small_deployment.sql

– shpool_12.1.0.2.0_Database_SQL_for_EM13_1_0_0_0.sql



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

12.1.0.2DBテンプレートの使用方法

1.テンプレート12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_<プラットフォーム>.zipを
OTNからダウンロード

2.DB 12.1.0.2をインストール（ソフトウェアのみまたはデータベースの構成付き）

3.12.1.0.2 DBのテンプレートを<DB_Home>/assistants/dbca/templatesにコピー

4.12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_<platform>.zipを解凍

5.<DB_Home>/binからdbcaを起動

6.small、medium、largeからテンプレートを選択

7.構成終了



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

BI PublisherのEMとの統合

– BI Publisher bits 12.1.3.0のEMインストーラとの統合

–ミドルウェア・ホームの下に‘bi’ディレクトリ

–OMSとともにBIPを起動/停止できるEMCTLオプション

– BIPポート（HTTPS/HTTP）のインストール時の割当て

–追加のOMS上でBIPをサポートするための共有ストレージの構成

– BIPをインストールに含めるか否かを選択可能

– BIPのロードバランサの構成のサポート



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

JVMDのEMとの統合

–FMWプラグインのデプロイメント時にJVMDエンジンを構成

–PBSと同様に、JVMDエンジンを独立したアプリケーションとして
EMGC_OMS（X）サーバーにデプロイ

–OHSのアップロード・ポートをJVMDエンジンで使用

–JVMDトラフィックがJVMDエンジンに送信されるようにOHSを構成

–セッションの永続性を確保するためにSLB上のJVMDエンジン用に独立したポートを構成

–emctl status omsでJVMDエンジンのステータスを表示

–JVMD専用のログ・ファイル



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

• EM 13.1.0.0のミドルウェア・ホーム内には‘oms’ディレクトリな
し

• エージェントのホーム・ディレクトリの構造 –セントラル・エージェント



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

• EMリポジトリのキャラクタ・セットとしてAL32UTF8を推奨



EM 13.1.0.0のインストールの新機能

• EMリポジトリ・データベースとしてサポートされるバージョンをインストール時にチェック

• EM 13.1のインストールでサポートされるデータベースはDB 12.1.0.2のみ



EM 13.1.0.0のインストールのベスト・プラクティス

• OTNからダウンロードしたバイナリのバイト数/チェックサム値がOTNに
表示される値と一致することを確認

• バイナリ・ファイルは解凍せず、em13100_<プラットフォーム>.bin
ファイルを実行してインストーラを起動

• EMインストーラを使用してWLSをインストール

• EMリポジトリを収容するデータベースをDBテンプレートで構成



インストールのタイプと手法

• EM 13.1.0.0のインストール・モード：

グラフィカル・モード：

- em13100_<プラットフォーム>.binを起動（インストール+構成）

- ソフトウェアのみのインストールとconfigureGC.shスクリプトによる構成

サイレント・モード

- ./em13100_<platform>.bin -getResponseFileTemplates - outputLoc <生成されたレスポンス・
ファイルを格納するディレクトリの絶対パス>を実行してレスポンス・ファイルを生成

- new_install.rspファイルを編集してパラメータに適切な値を入力

- コマンド./em13100_<プラットフォーム>.bin -silent –responseFile
<生成および更新されたレスポンス・ファイルを格納するディレクトリの絶対パス>
/new_install.rspを実行



デモ

Linux x86_64（64ビット）へのEM 13.1.0.0 Cloud Controlのインストール

デモの流れ：

手順1：DB 12.1.0.2のテンプレートによる
DBのインストール手順2：EM 13.1.0.0 Cloud Controlのインストール
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手順1：DB 12.1.0.2のテンプレートによるDBのインストール
1. テンプレート12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_<プラットフォーム>.zip
をOTNからダウンロードします。
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3. データベース・インストールの開始：
runInstallerを起動

4. データベース・インストール・タイプを選択：

-作成と構成

-ソフトウェアのみ

このデモではソフトウェアのみを選択

5. DBのインストールが終了

6. 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_<プラットフォーム>.zipを
<DBホーム>/assistants/dbca/templatesにコピー

7. 12.1.0.2.0_Database_Template_for_EM13_1_0_0_0_<プラットフォーム>.zipを
<DBホーム>/assistants/dbca/templatesに解凍
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8.<DBホーム>/bin/dbcaを起動してテンプレート・タイプ（small、medium、large）を選択
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9.オプション：「Configure Enterprise Manager (EM) Database Express」の選択を解除
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10.SQLスクリプト「shpool_12.1.0.2.0_Database_SQL_for_EM13_1_0_0_0.sql」を選択
（EMインストールに必要な共有プールの値はこのスクリプトによって設定されます）

11.終了。これでデータベースの作成は完了
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手順2：EM 13.1.0.0 Cloud Controlのインストール
• em13100_linux64.binを実行してインストーラを起動

• オプション「I wish to receive security updates」の選択を解除して「Next」をクリック
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• 更新がないか検索することをお勧めします。
ユーザー名/パスワードを指定して「Search for Updates」をクリック

• 使用可能な更新がある場合は更新を適用して「Next」をクリック
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• システム固有の前提条件のチェックを実行します。
チェックがすべて成功したら、「Next」をクリック

• 警告や失敗を無視しないこと。
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• インストール・タイプとして「Simple」または「Advanced」を選択。
このデモでは「Advanced」インストール・オプションを選択して「Next」をクリック
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• ミドルウェアの場所を指定し（指定したミドルウェア・ホームの場所にはWLS 12.1.3.0が
インストールされます）、「Next」をクリック
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Hostnameフィールドには、
EM 13.1.0.0をインストー
ルするホストのホスト名
が自動的に入力されます。

EMインストーラに
正しいホスト名が設定
されているかどうかを
この時点で確認し、

正しくない場合はここでホ
スト名を変更してください。



• EMインストーラでデプロイする必要があるプラグインを選択し
（デフォルトのプラグインはすでに選択されています）、「Next」をクリック
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• WebLogicとノード・マネージャの資格証明を入力

• OMSインスタンス・ホームは自動入力されます。
インスタンス・ホームのパスを確認して「Next」をクリック
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• 詳しいデータベース接続情報を入力して「Next」をクリック

• 要件に基づいてデプロイメント・サイズを選択

• 選択したデプロイメント・サイズに基づいて、
リポジトリ固有のチェックが自動的に実行されます。
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既存のデータベースが要件に適合し
ない場合は、警告またはエラーがス
ローされます。EM 13.1.0.0のインス
トーラには、一部のエラーを修正する

機能もあります。

一部のエラーについては、手動で
alter文を実行してパラメータを推奨
値に修正する必要があります。

パラメータを変更して「OK」をクリック
します。

Copyright © 2015, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.|



• Sysmanのパスワードとエージェント登録のパスワードを指定

• インストーラ・スクリーンのManagement Tablespaceは自動入力されます。
管理表領域の場所を確認して「Next」をクリック
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ソフトウェア・ライブラリを構成するた
めのディレクトリ・パスを指定します。
ソフトウェア・ライブラリはEMのインス
トール時に構成されます（推奨）

共有ディレクトリの絶対パスを指定し
ます。構成ボリュームは最後を/config、
クラスタ・ボリュームは最後を/cluster

とします。

Enable Oracle BI Publisherオプションは
デフォルトで有効化されていますが、
インストール時の選択は任意です。こ
のオプションを選択すると、インストー
ル後にBI PublisherがOMSとともに起動
されます。選択しなければ、インストー
ル後にBI Publisherは起動されません。
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• 自動的に選択されたデフォルト・ポートを確認します。インストーラのPortフィールドは編
集可能で、コンポーネント名の横に指定されている範囲内でポート番号を更新できます。
「Next」をクリックします。
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• Review情報スクリーンで詳細を確認し、「Install」をクリック
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ログ・ファイルの場所

•インストール・ログ

-oraInventory/logs/*.*

-<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/oui/*.*:例-ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/mw13c

•構成ログ

-<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/cfgfw/*.*

•個々の構成ツールのログ

-OMS構成ツールのログ：<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/omsca/*.*

-PluginCA構成ツールのログ：<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/pluginca

-リポジトリ構成ツールのログ：<ORACLE_HOME>/ sysman/log/schemamanager
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ドキュメント

• インストール・ガイドは必ず参照してください。

• ガイドはOTNから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/in
dex.html#em
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